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18改 革後の東 ヨー ロッパの日本研究
セ ップ ・リ ンハ ル ト(ウ ィ ー ン大 学)
(1)改 革前束 ヨー ロッパ社会主義国 における日本研究の状況
今回主催者の国際 日本文化研究センターか ら私 に与えられたテーマは大変難 しいものでご
ざいます。 このテーマ はこれからの世界の 日本研究にとって非常に重要なテーマであると私
もよく認識 してお りますが、私は主催者側の期待 に応えられるか どうか分か りません。私 は
今 まで27年 間ヨーロッパで日本研究をいた してまいりましたが、特 にヨーロッパ、あるいは
東 ヨーロッパにおける日本研究の研究 をしてきたわけではございませんし、東 ヨーロッパあ
るいは社会主義の専門家で もございません。 それにもかかわ らずこのテーマのスピーカーと
して主催者が私を選んだ理由は2つ 考 えられます。第1の 理由は、私は2年 前 ヨーロッパ日
本研究協会の会長に就任 したことから、会長の仕事の一部 として東 ヨーロッパの日本研究者
とも連絡 を取 り、東 ヨーロッパの日本研究 についてある程度の情報 を得なければならなかっ
た と思われているであろうということ。そして第2の 理由は、私の母国オース トリアは東 ヨ
ーロッパ諸国 と隣 りあっているため、東 ヨーロッパ諸国についての情報 は特に手に入 り易い
と思われたのか もしれないということです。オース トリアの首都であるウィーンは、 日本の
大使館、新聞社、商社 などのためにもう何十年間も東ヨーロッパの情報データ ・バンクの役
割 を果たしております。 この私の説明があっているか どうかはわか りませんが、私は前 もっ
て申し上 げておかなければならない ことが ございます。私 は東 ヨーロッパの日本研究者の体
系的なサーヴェーをお こなったことが ございません。そういうサーヴェーとしては国際交流
基金から4年 前 に出た便利な本 『ソ連 ・東欧における日本研究』がありまして、私 もこの話
を準備するときに非常によく参考にさせていただきました。 しか しこういう体系的な報告書
と違って、私 は主に自分自身の体験にもとついて東ヨーロッパの日本研究について話 をさせ
ていただ きたい と思います。
東 ヨーロッパはソビエ ト連邦を含めると9つ の国か らなっています。日本学、 日本研究の
発展 はこの9つ の国々それぞれによって大分違っています。その中にはソビエ ト連邦のよう
に日本学の歴史を江戸時代 にまで さかのぼれる国 も、アルバニアのように日本学の研究を未
だ全然やってない国もございます。 この2つ の国は極端な事例であ り、その他の7つ の国で
は日本研究が この2つ の発展段階の中のどこかに位置づけられます。しか しある国で日本学
の歴史が割合に早い時点に始 まったとしても、それ はその国の日本学の現状についてなにも
語っていません。 ヨーロッパの歴史 に断絶が多いように、 このヨーロッパの日本研究の歴史
にも断絶 はた くさんござい ます。 こういう日本研究の断絶の事例 としてはハ ンガ リーがあげ
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られ ます。ハ ンガ リー人は日本人が大変好 きでございまして、最近の世論調査 によると、ハ
ンガリー人の好 きな民族第2位 が日本人 ということになっています。ハンガリー人の多 くが
日本人 はハンガリー人の親族であると思っているらしいのです。 こういう関係 もございまし
て、19世 紀の後半、20世 紀の初めにハ ンガリー人による優れた日本研究がございましたが、
第二次大戦後ハ ンガ リーでは日本学がいつの間にか消えてしまいまして、つい最近まで は殆
どなにもなかったわけでございます。
簡単に、戦後いわゆる社会主義体制の下で日本学が発達した国、あまり発達 しなかった国
と全然発達しなかった国の3段 階に分類 してみると、 ソビエ ト連邦、ポーラン ド、チェコス
ロバキア、東 ドイツの4か 国が、 日本学が大学の研究機関からみても、論文の数 と質か らみ
ても、研究者 と学生の数か らみても、一番進んでいる最初のグループに属するのではないか
と思います。残 りの5か 国の中のブルガ リアとユーゴスラビア とハ ンガ リーにおきましては
日本研究、日本学は少 しあるにもかかわ らず、 まだ成熟 してお りません。ルーマニア とアル
バニアの日本研究について私は一度 も聞いたことがございませんので、この2つ の国が 日本
研究については一番遅れていると言 えるので はないか と思います。 この国の位置をヨーロッ
パの地図でながめると、日本学が発達 した国 は全部北にあ りまして、 日本学の未熟な国は全
部南にあります。世界経済体系に南北問題が ございますのと同じように、東ヨーロッパの日
本研究の発達 にも南北の大きな差異があると思います。 この各国の日本学の発展段階を直接
それぞれの国の経済力 と結び付けることもす ぐに頭 に浮かんできますが、そう簡単ではない
ようでございます。確かに東 ドイツとチェコスロバキアという中央 ヨーロッパに位置する国
は経済的にも一番進んではお りますが、日本学の発達性 という点で トップに位置するポーラ
ンドはそうではございません。また経済的に割 と恵まれたハンガ リーでは、日本研究がつい
最近 までおおきな成果を挙 げられませんで した。 ソビエ ト連邦 につ きましては、 この国で 日
本研究が大変進んでいることはこの国の経済力 とあまり関係がな くて、むしろ政治的な理由
によると思います。
東 ヨーロッパの日本研究の外か ら見た間違いの多い番付作 りはこの くらいにして、次にこ
れ らの東 ヨーロッパの国々の従来の日本研究の特色 に触れたい と思います。最初に東ヨーロ
ッパの日本研究機関について簡単に申し上 げます と、西ヨーロッパ と違って東ヨーロッパで
は日本研究の主な研究機関 は大学ではな く、いわゆる国立アカデ ミーという学生がいない大
きな研究機関でございます。 この各国のアカデミーにいる日本研究者がそこで静かに研究す
ることがで きました。 もちろんその研究テーマは自分で自由に決めるのではなく、国にとっ
て重要なテーマを研究しなければなりませんで した。だか らこうい う研究の結果の多 くは一
般の人々のために公開されず、出版 されもしませんでした。 ここで見逃 していけないのは各
国の外務省 と日本 にある大使館の研究機関 としての役割でございます。アカデミーの日本研
究 もある程度の政治的な偏 りをしめしてお りますが、外務省や大使館の日本研究はもっぱら
お国のための政治的目標にあった研究でございます。同じような状態は多分他の国にもある
かもしれ ませんが、社会主義体制国家では日本研究の一番優秀な人達が大学 に残 らないで、
やはりアカデ ミーや外務省で仕事 をしたわけでございます。特に外務省に勤務 した人々は党
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員でなければならなかったわけですか ら、1989年 秋の政治的変革の後 は、彼 らはい くら頭が
よくて も、 日本語や日本研究の才能があっても、一般の研究機関への就職が非常 に難iしいの
です。ウィーン大学の事例 を挙 げますと、最近、東 ドイツの日本研究者の就職応募が2つ あ
りまして、両方 とも前に東 ドイツの外務省に勤めていた方でした。
第3番 目の日本研究機関はもち ろん大学でございます。アカデミーや外務省の日本研究が
政治的な関心や必要性から生まれた日本研究の偏 りを示す と同じように、大学の日本研究や
日本学 もまたある偏 りを示してい ます。それは日本語教育や日本文学の翻訳への集中的な関
心 と言えましょう。 日本語教育はもちろん、 どの日本研究の基本 にもなるはずでございます
か ら、 これは東 ヨーロッパの日本学の特色 というわけではございません。 しかし東ヨーロッ
パの大学 に勤務 している日本研究者の日本文学の翻訳の量は、西 ヨーロッパの日本研究者の
何倍かであると思います。私は一度 も日本語か らの翻訳 をしなかった者 としてそれを不思議
に思っていたので、いろい ろな東 ヨーロッパの日本研究者に聞き調べた結果、次のことが分
か りました。西 ヨーロッパではい くら翻訳 をしても、大学のなかの地位を高める助けにはな
りませんし、翻訳料 としてもたいしたお金 はもらえませんから、大学研究者 の中で翻訳 の仕
事をやる人 は非常にまれで ございます。 日本文学 の翻訳をやる人々 は大体お金を稼 ぐためや
業績 をあげるためにではな く、 ある作家の作品が非常に好 きであるから、その作家の素晴 ら
しい作品を世 に紹介しなけれぼな らない という義務感で翻訳 をしております。 ところが東ヨ
ーロッパでは事情が違っていました。大学での地位は西 ヨーロッパ と違 って論文の数と学術
書の出版にはあまり関係な く、その他の因子で決定されています。その因子 とは党員である
こととか国家体制の中で上手に動 くこととか支配者側 とコネで結び付いていることとか、全
体主義国家で どこで もいつでも働 いている因子でございます。そういう状態ですから、論文
は書かな くて もいいわけです。論文 を書けぼかえってある程度自分 自身の価値観 も表さなけ
ればな りませんか ら、その価値観が全体主義国家のイデオロギーと合わなければ論文を出版
することさえも危険なわけでございます。翻訳の仕事では逆に自分 自身の価値観 を隠す こと
も可能にしています。 その上に東 ヨーロッパの国々 は閉鎖された国でありましたか ら、それ
ぞれの国民は外国に対 して大変な好奇心を もっていました。その社会状態の結果 として、 日
本文学の翻訳書が出ると間 もな く売 り切れになってしまいました。 もちろん翻訳をした日本
研究者 にとっても、 これは西 ヨーロッパの翻訳仕事 よりも大変満足で きる状態でございま
す。た とえば西 ドイツでは現代 日本文学の作品の翻訳 を出 しても読者は殆 どいない し、新
聞、雑誌 にもその反響は殆 どあ りません。出版社 は外国文学の紹介を自分の義務 として扱っ
ていますから、その義務を最低限の規模で果たしているだけです。資本主義社会では利益が
出ない事業 は出版社にとっても全然面 白くはあ りません。東 ヨーロッパでいろいろな翻訳が
た くさんあるというこの点では、東 ヨーロッパの日本研究が優れています。9つ の国々でそ
の何倍かの言語が使われていますから、ロシア語を別 とすれば、英語 ・スペイン語 ・フラン
ス語のような一つの大 きな文化圏ではありません。ですから同 じ作品はい くつかのスラブ言
語にも翻訳 されています。東 ドイツの場合 は事情が違っていて、西 ドイツの出版社 は東で翻
訳 されて出版されたものの出版権 を安 く買 って西で出版 しており、東で売 り切れになった本
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が西で売れ残 りとなったケースも少なくはあ りませんでした。翻訳 された作品をみます と、
支配的イデオロギーの関係で60年代 まではプロレタリア文学関係のものが多いですが、70年
代 にな ります と、世界で どこででも紹介されているものはやはり東 ヨーロッパでも出版され
るようにな りました。このようなもの としては、安部公房、三島由紀夫、川端康成、谷崎潤
一郎などの作品が ございますが。
従来の東欧の日本研究が西ヨーロッパの日本研究に殆 ど影響を及ぼさなかった理由は、 ま
たスラブ言語の使用にあ ります。西 ヨーロッパの日本研究者 は自分の母国語 と日本語以外は
英語 ぐらいしかで きないのが普通でございますから、ハンガ リー語やポーランド語やチェコ
語ではどういう論文が出版 されたか全然 といっていいほど関心を示 しませんでした。他方、
東欧の日本研究者 は英語 とい う国際学術使用語で論文をあまり出 さなかったので ございま
す。言い換えればアイアン ・カーテンが学問の世界 にも存在 したわけです。
このアイアン ・カーテンにい くつかの穴 をあけたのは東海大学、特に藤牧新平先生が全ヨ
ーロッパの日本研究のためにお尽 くしになった努力や、私が現在代表をつとめておりますヨ
ーロッパ 日本研究協会がその創立時か らとっていた政策でございました。1972年 に日本ペン
クラブが京都で初めて大 きな日本研究国際会議を開催 したのはあまりにも有名 な話でござい
ますが、それは両 ヨーロッパの日本研究者 にとって最初の接触の機会で もあったことも忘れ
てはいけません。それをきっかけにして東 と西の学者達 は自発的に、大変楽観的にヨーロッ
パの日本研究者の協会 を作ろうと決 めました。そして東 と西の交流を楽にするためにその協
会の事務所 を中立国オース トリアのウィーンに置 くことに、東西両方の学者が賛成 しまし
た。翌年発足 した協会 は最初か らい くら難 しくて も東 ヨーロッパの学者が協会 に参加出来 る
ようにい ろいろと工夫いたしました。協会が発足した1973年 は、いわゆる 「プラハの春」が
ソビエ ト連邦の軍事介入 によって終焉 をとげてからまだ5年 しかたっていない時でございま
したから、東 と西の交流 はまだ今からでは想像 もで きないほど難 しかったのです。第一の問
題はもちろんソビエ ト連邦の日本研究者の行動でした。 レニングラー ドの 日本学者 は最初か
ら協会のメンバーになって参加しましたが、主流であるモスクワの学者 は参加せず、何回手
紙を出して も返事が来ないという状態でした。 また、モスクワの日本研究者が参加 しないこ
とはその他の国の日本研究者も非常に気 にしてお り、彼 らは自分が参加 したくてもモスクワ
の学者が参加するまでは参加できないと我々に訴 えたのです。協会の入会の誘いに冷たい態
度を示 したのはソビエ ト連邦の人々以外でチェコ、東 ドイツ、そしてブルガ リアの学者 でし
た。逆に最初か らソビエ ト連邦の学者の態度を気にしないで喜んで協会のメンバーになった
のは、ポーラン ドやハンガリーやユーゴスラビアの人々で した。協会の毎年の会費 はほんの
僅かですが、西 ヨーロッパの外貨が非常に手 に入 り難い東の学者 にとっては、そのために入
会できないことも少な くなかったようで した。会費のかわ りに日本関係の図書を送って もい
いと決まってか らは、多 くの学者がこの会費 の支払い方法を利用しました。東ヨーロッパの
日本研究者 は外貨 との関係でいままでいつも西ヨーロッパで3年 ごとに行われて きたヨーロ
ッパ 日本研究協会にももちろん参加することがで きませんで した。幸いにヨーロッパ 日本研
究協会の発足1年 前に、世界の日本研究のために非常に大事な国際交流基金が日本でスター
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トいたしまして、基金の援助で最初の学会から毎回東欧各国か ら日本研究の代表者1人 を招
待することがで きました。一般には東 ヨーロッパの会員 は少なかったのですが、協会の役員
が最初か ら今 まで協会次長の役を東 ヨーロッパの日本研究者の1人 の代表 のためにとってお
きましたので、歴代次長 としてポーランドのコタンスキ先生やメラノビッチ先生やハンガリ
ーのヘルナーディ先生が協会のために全力を尽 くして くださいました。
ヨーロッパ 日本研究協会のこういう政策 の補足 とも言えるかも知れ ませんが、東海大学が
1977年 か らヨーロッパでい くつかの日本会議を主催 しました。その中で1980年 にワルシャワ
大学、1984年 に東ベル リンのフンボル ト大学で開かれた2つ の会議は東 と西の日本研究者の
交流のために特 に大 きな意味を持ったと思います。東ヨーロッパの日本研究者 と古い関係、
深い関係をもっているこの東海大学 東海大学 は東欧諸国から日本学の学生を日本語教育
のために日本に定期的に呼んでいる一方でそれぞれの国々に日本語の教師 を派遣 している一
一 この東海大学でなければ、こういう事業 を実現できなかったでしょう。国際交流基金、東
海大学、ヨーロッパ日本研究協会 という3つ の団体の15年 以上にわたる努力のおかげで、東
ヨーロッパの日本研究の領域においてはペ レス トロイカが早 く始 まったとも言えるのではな
いでしょうか。
私 はここで東 ヨーロッパの日本研究の業績の一つ一つについて述べる余裕があ りません
し、そういう資格 も持っていません。ですから私 はこの辺で過去の東 ヨーロッパの日本研究
に関する話をやめて、去年の秋から行われている東欧の政治変革がもた らした諸問題へ と話
題を変えたい と思います。
(2)東 ヨー ロッパ諸国の政治改革の もた らした問題点
1989年 の夏、秋にそれまでだれも夢にも思っていなかったことがオース トリアの隣国ハン
ガ リーにおいて相次いでおこりました。夏の休暇をハ ンガ リーで過 ごしていた東独の人々が
休暇が終わった時に彼 らの故郷の東 ドイツに帰 らないで、その代わりにハンガリーとオース
トリアの国境 に向かったのです。そして、 この国境でハ ンガ リー軍の兵隊たちは東 ドイツの
人々を引 き留めようとしなかったのです。 この事件の噂 はまたたく問に東 ドイツに広が り、
その結果、また多 くの人々が相次いで同じルー トで彼 らの国、東 ドイツを離れ ました。東独
の政府 はしばらくはこの難民の波を止めようとしましたが、数週間の間に諦めて東独の国民
に完全 な旅行の自由を認めました。 しかしこの従来の政治を100パ ーセン ト変えた絶望的な
行動 も、東独の社会主義体制を救えませんでした。1年 も経たないうちに西 ドイツと東 ドイ
ツの合併 が終わって、新 しい統一 ドイツが出来たことは皆 さんよくご存 じの とおりでござい
ます。
東 ドイツの変革 は全社会主義国家に大きな影響 を及ぼし、いつの間にかそれぞれの国で政
治変革が行われました。西欧のマス ・メディア、われわれ西欧の人間 も戦後冷戦時代の産物
であった非人間的政治体制が終わって、ヨーロッパに新 しい自由の時代、民主主義の時代が
到来 した と喜んだわ けでございます。それまで西欧で一番重要なテーマであった1992年 のE
C共 同体 の実現 に関する話 は急に第2の テーマにな りました。 しばらくの間みんな東 ヨーロ
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ッパの諸事件ばか りを話 の種にしました。 しかしご存 じのようにこの過程はまだ終わってい
ません。特にブルガリア、ルーマニアでは古い政治体制が力強 く残っていて、われわれ西 ヨ
ーロッパの人間が理想 とする民主主義制度の実現まではまだ大変遠いように思われます。今
のような不安定な時代が東欧諸国の どこででもしぼらく続 くでしょう。 もちろん政治的な不
安だけではな く、経済的な不安 もあって、東欧諸国国民はその経済的な不安 を政治的に不安
定な状態よりももっと気にしているように見えます。共産主義のもとの経済制度 はもちろん
資本主義経済 と比較 になりませんが、ある程度機能 を果たして全国民に最低限の生活を確保
しました。 しかしその後は社会主義経済から資本主義経済への過渡期に入 りまして、 これは
国家が今 まで確保 した生活の基盤がな くなる一方で、資本主義経済の可能性 もまだ充分には
発展 していないために、多 くの人にとって大変困難な過渡期にな りました。その経済的困難
の影響で社会主義政権がな くなってからも、「政治難民」ではな く、いわゆる 「経済難民」
がた くさんオース トリアをはじめ、西 ヨーロッパへやってきました。西の人々は共産主義か
らの 「政治難民」に対 しては同情を感 じましたが、今や自由で民主的な国になっているはず
の東欧の国からの 「経済難民」に対 しては同情的な態度ではな く、冷静な態度を取 っていま
す。政治家は東 ヨー ロッパの経済援助などの東欧政策 について きれいごとは言っています
が、西側の庶民の多 くはそれが実現するまでに、あるいはそれが実って くるまでに、東から
の経済難民が自分たちが積み上げた経済的な豊かさを奪い取 りに くるのではないか と非常 に
心配 しています。
もう1つ の大 きな問題、あるいは一番大 きな問題は新民族主義や反ユダヤ人主義の爆発で
ございます。19世 紀 にはハプスブルグ家の支配に対 して東欧で はパンスラブ主義 という全ス
ラブ民族主義が発展 しましたが、そういう思想がいまはもう全然 といっていいほど残 ってい
ないということが、去年か ら今年の政治変革の前に明らかになりました。 しかし西側のイン
テリが進歩的思想であると思った共産主義の思想のもとに、 これほどの古臭い民族主義や反
ユダヤ人主義が残っていたことは、われわれにとって本当に驚 くべ き事実でございます。チ
ェコスロバキアにおけるチェコ族 とスロバキア民族の対立、ルーマニアでのチャウシェスク
の没落の序曲ともいえるハ ンガ リー人 とルーマニア人の対立、そしてその後のルーマニア人
といわゆるジプシー民族 との対立、ブルガ リアでのブルガリア人 とトルコ人 との対立、など
がその例 でございます。民族問題が一番大 きな問題 になっている国は、ソビエ ト連邦 とユー
ゴスラビアでございます。 これ らの国には民族の数が大変多 く、両国とも近い内にい くつか
の民族国家に分裂するという予測 もございます。チェコスロバキアでも、ハ ンガ リーでも、
ユーゴスラビアの大部分で も、今 までの共産主義イデオロギーのかわ りに極端な右翼主義が
政治の主流 をなしています。一つの象徴的な事例 をあげると、クロアチアの首都では最近ま
た50年 ぶ りにイェラチチ という19世紀の騎士団の リーダーの記念像が設置 されたそうです。
このイェラチチ という人物は1848年 の市民革命の ときにハプスブルグ王の世話人 として彼の
騎士団 とともにウィーンにやってきて、憎 まれたハプスブルグ王 を地方へ追い出した市民を
打ち倒 して、民主的革命を駄 目にした最大の犯罪人の一人で ございます。共産主義時代には
そういう人 の記念像はもちろんみな廃止 されたのですが、共産主義の絶対主義時代 が終わ
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り、自由を得て間 もな くイェラチチのような非民主的指導者の復活活動をやるクロアチア人
は、本当に価値規準を完全 に失ったように私には見えます。民族主義や反共産主義 を今の東
欧諸国の主な価値にすれば、これ らの国々において真の民主主義 はまだ非常に遠い目標であ
ると私は思います。少 し長 くな りましたが、私 はこういう政治的背景 に注意を払わないと、
これか らの東 ヨーロッパ諸国の日本研究についてもなにも言えないと思っているのです。
(3)変 革後東 ヨー ロッパの 日本研究
東ヨーロッパの変革 はハンガ リーとポーランドを別 とすれば1年 前に始まりましたが、前
に言ったようにこの変革 はまだ終わっていません。だか らこの変革が東ヨーロッパ諸国の日
本研究 にどのような影響 を与えたか とい うことは今の時点では非常 に言いに くいと思い ま
す。しかし私が最初に述べた変革前の日本研究の特徴やその後簡単 に触れた政治変革後の動
きか ら、 これか らの東 ヨーロッパ諸国の発展についてい くつかのことを予測できると思いま
す。
まず最初 に東 ドイツの日本学を見ていきましょう。 ドイツ民主共和国 と言った東独は、特
にホーネッカー党委員長の1981年 の日本訪問の後、 日本学、日本研究に非常に力 を入れまし
た。 しかし日本研究 は主に東ベルリンのフンボル ト大学や国のアカデ ミーで行ったので、地
域的には首都のベル リンに集中しました。第二次大戦前 にはベルリンとは別にライプチヒに
も日本学の講座があ りまして、ウエデマイアやハ ミチ先生などの有名な人達がそこで働いて
いました。 この10年 間に西 ドイツで日本学の講座が大分増 えましたが、 もし東独であった地
域に講座 を増やすなら、ライプチヒに戦前の講座を再建すべ きであるという説が日本研究者
の間か ら盛 んに聞 こえています。ライプチヒ大学では数年前か ら日本語教育 もあ りますか
ら、 日本学の再建の可能性 は少な くはないでしょう。 フンボル ト大学はベルリンの大学の中
で伝統のある古い大学ですから廃止される心配はありませんが、ベル リンの両大学で日本学
が今のまま続 くかどうかは問題でございます。80年 代 まではフンボル ト大学の日本研究 は主
に文学の研究でしたが、80年 代の半ばからスタッフを前の何倍かに増や して、現代の日本経
済 と日本社会の研究 もやり始めるという新 しい動 きがあ りました。他方で西 ドイツでは、大
学に日本学の講座が急に多 くな り、 ドイツ政府が東京 にある ドイツ日本研究所のような機関
まで新設 しましたので、若い日本研究者が足 りな くなっておりました。そういう関係では東
の西への合併 は、 ドイツの日本研究 にとって一つの品種改良 という意味が もてると思い ま
す。
東 ドイツの若い研究者 は今まで閉鎖 された世界 に住んでおり、たとえ日本語 の勉強のため
に日本 にある東海大学の寮に来て も、いつ もだれか先生がついていたために自由に動けませ
んでした。3年 ごとに行われるドイツ語文化圏の日本研究者学会(Japanologentag)に も
自由に参加できませんでした。今年の9月 にその学会がウィーンで開催 された ときに、初め
て東独の 日本研究者 も数人出席 しました。 この人達はぜいた くに慣れた、大学の多 くの就職
機会に甘やかされた西 ドイツの日本研究者 と比べてハングリーでありまして、彼 らが もって
いる優れた日本語力をもとにこれから意欲的に 西 ドイツ側が彼 らをうまく利用すれば と
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いうことを前提に 大変いい研究をしてい くと思います。
その他 の国々には東 ドイツと同 じような恵 まれた条件は存在 しない と思います。 もちろん
ほとんどの国では国民が 自由に動けるようになった、あるいは近いうちになるのですから、
今いい仕事を持っていない東欧の日本研究者が西 ヨーロッパ、オース トラリア、北米の各大
学で仕事 の空 きがあると、応募することも数多 く現れるでしょう。また、彼 らの中には日本
に留学 した人たち も多いので、留学時代に知 り合った日本人 との友人関係を活かして、 日本
に仕事 を求めて住み着 きたがる人 も少な くなかろうと思います。1968年 のソビエ ト連邦軍の
チェコ侵略の前後 に、チェコの日本学者の一部が西側 に移住 したのと同 じように、今回もま
た日本学者の一部が故郷を後 にして世界のいろいろな国に出て行 くことでしょう。
以上のことは学者個人の動 きとして予測で きることですが、では日本学 ・日本研究は東欧
諸国のこれか らの研究活動、大学のなかで どういう意味を持つでしょうか。私は日本の経済
が世界経済の中で今 と同 じように重要な役割を果たしている限 り東欧諸国でも日本研究が盛
んに行われるだろうと思います。しか し日本研究の中で質的な変化が起 こるでしょう。すで
に申し上 げたように今まで東欧の大学では、日本語の研究、あるいは教育 と、日本文学の研
究、あるいは翻訳が日本学の中心でございました。 しかし資本主義経済に変わるにつれて、
日本文学の翻訳書 を出すのはますます難 しくなるでしょう。 というのは、新聞やテレビなど
のマス ・メディアにも日本に関する情報が増 えて くると、日本への好奇心がこうい うマス ・
メディアによって満たされ るようになり、日本の小説 は要らなくなると思われるか らです。
ソビエ ト連邦やポーランド以外の小さいマーケットでは本の値段が高 くなるにちがいあ りま
せんか ら、日本文学の翻訳書の読者の数 は自然に減って くるでしょう。 こいう条件の変化の
下では従来通 りの活発な日本文学の翻訳活動は続 けていけなくなるに決 まってお ります。そ
して東欧の各社会が大学の日本研究者に対 して新 しい種類 の日本研究を求めるようになって
い くで しょう。それはもちろん日本の経済、 ビジネス、マネージネン ト、財政、な どなどの
研究で ございます。この将来の日本研究の主流をなすべき日本経済研究 と比べると日本 の文
化の研究 は副次的な役割 しか果たさないでしょう。 日本語教育 はもちろんこういうシナ リオ
では、前 と変わらない重要な位置を占めると推定できます。 日本 は戦後いち早 く貧乏な国か
ら世界一の金持ちの国に変わ りましたから、東欧諸国はこの日本の成功を疑いな く参考 にし
たがることで しょう。他の国に先立ってハンガ リーはやはり国立アカデミーの世界経済研究
所で、 しばら く日本経済、産業、技術の研究をやってきました。そして今年、 この研究所の
なかには 「日本研究センター」がで きあが りまして、ハンガリーの一番優秀な日本研究者の
2人 、アンドラーシュ ・ヘルナーディとエーブァ・エール リッヒがそこで活発に働いていま
す。
梅原猛先生が最近編集なさった 『日本 とは何なのか』 という本の 「世界の日本研究」 とい
う章で、園田英弘先生はネウス トプニー先生の日本研究の分類 を再編成 しなが ら、「日本学」
と 「専門志向的 日本研究」 と 「課題追求的日本研究」 という3つ の日本研究のアプローチを
区別 しています。「課題追求的日本研究」の基本的動機iは研究者の自国の、あるいは国際的
な社会問題、経済問題、政治問題 にあると説明 しています。そして園田先生は 「日本学」の
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研究 をドイツやフランスが、「専門志向的日本研究」はアメリカが、「課題追求的日本研究」
は今 までの社会主義圏の国々が代表 しているとお書 きになっています。 また園田先生 は、東
欧の日本研究が今後大 きく変化することを予想しています。つまり 「課題追求的日本研究」
の必要性がなくなるだろうと思われているようでございます。私の意見では、この 「課題追
求的 日本研究」 という類型は諸アカデ ミーの日本研究の一部にはあてはめられるが、従来の
社会主義圏の日本研究の主流の類型 としては適当ではない と思います。 しかしすでに簡単 に
ふれたように、社会主義を後にした国々にはいろいろな社会 ・経済 ・政治問題がた くさん現
れて きましたので、 日本研究者の多 くはこれから自分の国々に貢献する意味でこうい う問題
に対する日本 の解決方法 を研究 してい く、つまり園田先生の言葉 をお借 りす ると、彼 らは
「課題追求的 日本研究」をやってい くことで しょう。前に述べた経済研究、 ビジネス研究 は
もちろんこの類型の研究です し、その他にもこの類型の研究に入 る日本研究がた くさん考 え
られ ます。経済問題を別 とすれば、東欧のどんな国で も最大の問題 になっているのは、チ ェ
ルノブイリの後みなさんご存 じの通 りの環境問題でございます。60、70年 代の日本で も環境
問題が 日本の市民の大 きな関心事でしたので、東欧の日本研究者 は日本の環境問題の解決な
どを自国の参考にするために研究し始めるのではないか と予想で きます。そして、官僚主
義、民族主義、マイノリティ問題などの現代東ヨーロッパ諸国の問題 もこれからの東欧の 日
本研究に反映されてい くと思われ ます。明治時代の日本人 と似たように、東欧の人々は西 ヨ
ーロッパの国々やアメ リカや日本の経済水準に追いつ くのに忙 しいから、ある種の贅沢を表
す日本文化の研究 はこの 「課題追求的研究」 と比べて占めるウエー トは小さ くなるでしょ
う。東欧 の日本研究者 の一部は、今 まで非常に恵 まれていて、 日本 にも、西 ヨー ロッパに
も、アメリカにもよ く行 くことができました。しかしその他の人々 は全然外国に行 くための
許可をもらうことができませんで した。私 は去年の12月 に東京で開かれた会議で20年 以上 日
本研究をやっているソビエ ト連邦の一人 の優れた学者に会いましたが、彼はそのとき初めて
日本 に来 られた と言っていました。 自分が 日本 にいることはかれにとって夢のようでした。
同じ会議には何回も日本に来たことのあるソビエ ト連邦の学者 もいました。また、今 までの
ヨーロッパ 日本研究協会の5つ の大 きな国際会議で も、協会が東欧諸国の代表者を呼んだ と
きには、いつも同じような顔触れでした。ある国の噂を申し上げますと、例えぼユダヤ人だ
という理由で数人の日本研究者が外国に行 く許可をもらえなかったということがあったそ う
です。 こういう不平等な構造をな くすこと、そして東欧の日本研究者 をみんな一つの大きな
ヨーロッパのネットワークにいれ ることは、 ヨーロッパ日本研究協会、国際交流基金、国際
日本文化研究センター、東海大学などの団体や施設だけでな く、 ヨーロッパの日本研究者一
人一人の これか らの大きな課題でございます。
1991年 の9月 にベル リンで開催 される国際日本研究会議はこの目的に貢献 しうるだろうと
ヨーロッパ日本研究協会は信 じています。すでに申し上げたようにこの協会は1972年 の日本
ペ ン ・クラブの国際日本文化研究会議 をきっかけにはじめて具体化 されました。私個人の意
見に過ぎませんが、東ヨーロッパの日本研究者のためには今また同じような会議が必要とさ
れていると思います。東欧の日本研究者200-300人 が京都 に集まることがで き、 この日本 の
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文化の中心の都市で日本の学者 と今まではできなかった自由な雰囲気で意見交換 をすること
がで きれば、それは18年前のペ ン ・クラブの会議が世界の日本研究の発展に果たしたような
大 きな役割を将来の東ヨーロッパの日本研究の発展のために果たすことで しょう。
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